








　未熟児はその呼吸機能の不安定さのゆえに低酸素におち入る危険が多い。し

たがって未熱児養護において,救命は勿論のこと,低酸素症に起因する脳性麻痺

などの重篤な後障害の予防のためにも,酸素投与はきわめて重要な意義をもっ

ている。しかしながら,酸素の過剰投与は,未熟児網膜症をはじめ肺に対する傷

害など,重篤な副作用をもたらす危険性をはらんでいる。

　今日の未熱児の酸素療法は,酸素投与の効果と副作用の危惧の間にあって,ジ

レンマに適面しつつ施行されているのが現状であり,したがって酸素投与の適

応基準,安全限界,さらには投与中の適切な管理方法の確立が急務である。


